
全国より118,791点（小学生の部・中学生の部・一般の部合計）の応募作品の中からの受賞、おめでとうございます！

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
取
り
組
み

　

現
在
、
全
国
の
中
学
校
に
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
取
り
組
み
と
し
て
制
服
や
体
操
服
の
見
直

し
が
進
ん
で
い
る
。

　

さ
い
た
ま
市
内
で
も
約
30
％
の
中
学
校
が

ス
ラ
ッ
ク
ス
の
導
入
を
開
始
し
て
い
る
。今

回
、
昭
和
30
年
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
制
服

を
保
護
者
、
学
校
、
地
域
そ
し
て
生
徒
が
一
体

と
な
り
一
新
し
た
見
沼
区
片
柳
中
に
話
を
聞

い
た
。

　

片
柳
中
は
２
０
２
１
年
２
月
当
時
、
生
徒

か
ら
聞
こ
え
て
き
た
制
服
を
見
直
し
た
い
と

い
う
声
に
応
え
る
た
め
、
保
護
者
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。新
学
期
を
迎
え
た
同
年
４

月
に
は
生
徒
、
保
護
者
が
参
加
す
る
制
服
委

員
会
が
発
足
。学
校
や
地
域
の
伝
統
を
守
り

た
い
と
い
う
想
い
や
、
汚
れ
に
く
い
な
ど
保

護
者
目
線
で
の
意
見
に
加
え
、
制
服
デ
ザ
イ

ン
を
も
と
に
販
売
メ
ー
カ
ー
数
社
選
定
。７

月
に
は
体
育
館
に

て
、
候
補
と
し
て
挙

が
っ
た
新
デ
ザ
イ
ン

の
制
服
を
生
徒
が
着

用
し
制
服
プ
レ
ゼ
ン

シ
ョ
ー
を
実
施
。在

校
生
だ
け
で
な
く
、

近
隣
の
小
学
生
や
そ
の
保
護
者
を
も
巻
き

込
ん
だ
投
票
に
よ
っ
て
決
定
し
た
制
服
は

翌
２
０
２
２
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
今
現
在

新
１
年
生
を
中
心
に
新
し
い
制
服
に
切
り

替
わ
っ
た
。

　

検
討
期
間
を
わ
ず
か
１
年
と
短
く
設
定
し

た
の
は
、
検
討
に
加
わ
り
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
だ
在
校
生
に
も
新
し
い
制
服
を
着
る
機

会
を
作
り
た
い
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
熱
い
想
い

が
あ
っ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
様
々
な
個
性
と
多
様
性
を

持
っ
て
い
る
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
と
い
っ
た
概
念
で
は
な
く
、
義
務
教
育

の
中
の
限
ら
れ
た
制
服
ア
イ
テ
ム
で
個
性
を

表
現
で
き
る
よ
う
に
、
個
の
選
択
の
自
由
を

取
り
入
れ
た
制
服
と
な
っ
た
。

　

片
柳
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
そ
の
個
性
と
、
地
域
の

伝
統
、
生
徒
、
保
護
者
の
意
見
そ
れ
ぞ
れ
を
大

切
に
扱
い
【
生
徒

の
や
り
た
い
を
応

援
し
ま
す
】
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

現
在
も
活
動
し
て

い
る
。

さ
い
た
ま
市
立 

片
柳
中
学
校

Ｑ.LGBTQへの取り組みで、制服デザインの見直し・変更を考えていますか？ （単数回答）

カンコー学生工学研究所より抜粋
https://kanko-gakuseifuku.co.jp/lab/contents/lgbtq_7/, ( 参照 2022-12-08)

さいたまさいたま市PTA協議会
http://www.saitama-city-pta.jp

市P協 No.44
令和５年２月２８日

いじめ防止スローガン
みんなで子育て　よく見て、よく聞き、よく話そう！

見逃しません、子どもの小さな変化
ためらいません、子どもとの対話
連携します、家庭・学校・地域

発　行
編　集
事務局

印　刷

さいたま市PTA協議会
広 報 情 報 委 員 会
さいたま市大宮区吉敷町1-124-1
大 宮 区 役 所 4 F
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株 式 会 社 エ ー ス 広 告

～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～
令和4年度｢楽しい子育て全国キャンペーン｣

三行詩

土合中学校　石井 りこさん

反 抗 期  
言 え ぬ
思 い は
完 食 で

●厚生労働大臣賞

仲町小学校　小泉　陽輝さん

帰り道むかえに来て

暗くて怖いからじゃなくて

たくさんおしゃべり

できるんだもの

●佳作  ~小学生の部~

ＰＴＡと学校・地域の協働の重要性
～コロナ禍を生きる子どもたち～

第77回指定都市ＰＴＡ情報交換会さいたま市大会　要項
発　行　第77回指定都市ＰＴＡ情報交換会代　表　溝 口　景 子

大宮区役所４階
　　　　Email hotline@saitama-city-pta.jp　　　　URL   http://www.saitama-city-pta.jp発行日　令和４年９月１５日編　集　指定都市ＰＴＡ情報交換会さいたま市大会　　　　実行委員会
印　刷　エース広告

第77回
指定都市ＰＴＡ情報交

換会

日　時　令和４年
９月15日（木）・16日

（金）

場　所　ホテルブリ
ランテ武蔵野

　　　　　　～ T
HE MARK GRAN

D HOTEL

※指定都市PTA情報交換会とは…政令指定都市の中で、16の指定都市が、指定都市としてのPTA協議会を組織しています。
　固有の課題や情報を共有し、より良い活動を行っていこうという目的を持っています。

潮田玲子氏による記念講演① 潮田玲子氏による記念講演② お礼の言葉 大会実行委員会委員長 岡野育広 閉会式②閉会式①

第４分科会～広報・情報活動～第3分科会～成人教育活動～

分科会報告会

第2分科会～地域連携～

第1分科会～組織・運営～第一分科会にて 溝口景子 会長

閉会式後記念撮影

開催
「これからの時代のＰＴＡを考えよう！～すべては子どもたちの笑顔のために～」を
テーマに、第７７回指定都市ＰＴＡ情報交換会、さいたま市大会が令和４年９月１５
日、１６日「さいたま新都心ホテルブリランテ武蔵野」にて開催された。多様性が求
められる時代となり、過去の歴史を伝えながら新時代のＰＴＡ活動を視野に入れ
創造していくことが重要となる。コロナ禍を乗り越えて、ＰＴＡ運営の変化や課題
における解決策などを情報交換した。４つの分科会に分かれ、「ＰＴＡの任意加入
について」「コミュニティ・スクール」「教員の働き方改革への対応」「ＰＴＡ活動と
ＩＣＴ」について意見交換を行った。



　

令
和
４
年
10
月
15
日
、16
日
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
に
所
属
す
る
小
、中
学
校
の
保
護
者
・
教
職
員
2
，0
0
0

名
以
上
が
２
日
間
に
わ
た
り
７
分
科
会
に
分
か
れ
各
会
場
で

28
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

１
日
目
は
、さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら
は
、単
会
会

長
が
参
加
し
分
科
会
の
講
演
、
研
究
発
表
を
聞
い
た
。第
７
分

科
会
の
テ
ー
マ「
情
報
モ
ラ
ル
」で
は
、上
落
合
小
、上
大
久
保

中
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

上
落
合
小
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｄ
Ｘ 

５
年
間
の
軌
跡
と
展
望
」

と
題
し
、
情
報
の
一
元
化
を
目
的
に
サ
イ
ボ
ウ
ズ
社
の
グ

ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
、安
心
、安
全
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
実

現
。Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
け
る
「
時
間
と
場
所
の
制
約
」
を
解
消

し
た
。

　

上
大
久
保
中
は
、「
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
導
入
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
効
率
化
と
モ
ラ
ル
意
識
の
確
立
」と
題
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
止
め
な
い
こ
と
を
意
識
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
見
直
し
、ス
リ
ム
化
の
た
め
に
改
革
を
行
っ
た
。コ
ロ

令和４年度さいたま市優良ＰＴＡ団体に係る表彰式及び市長表敬訪問

第
70
回 

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会 

山
形
大
会

『
人
と
ひ
と
の
つ
な
が
り
を
体
感
し
よ
う
！
』〜
あ
が
ら
っ
し
ゃ
い
精
神
の
山
形
か
ら
〜

ナ
禍
以
前
か
ら
導
入
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
使
っ
た

活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

影
響
で
家
庭
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
意
識
も
高
ま
り
ス
ム
ー
ズ

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
日
目
は
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
で
、
線
虫
感
染
症
の

新
し
い
治
療
法
を
発
見
し
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受

賞
し
た
大
村
智
理
学
博
士
に
よ
る
記
念
講
演
を
聴
講
し
た
。

ま
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら
前
さ
い
た
ま
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
の
岡
野
育
広
氏
が
協
議
会
会
長
賞
を
受

賞
し
表
彰
さ
れ
た
。

第
54
回 

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会 

山
梨
大
会

み
ん
な
で
生
き
る　
み
ん
な
で
育
つ
〜
こ
の
甲
斐
（
会
）
か
ら
発
信　
子
ど
も
と
大
人

　
　
　
　
　
共
に
歩
み　
共
に
考
え　
共
に
創
る
〜

　

令
和
４
年
８
月
26
日
、
27
日
、
山
形
県
に
て
第
70
回
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
が
行
わ
れ
た
。「
人
と
ひ
と
の
つ
な

が
り
を
体
感
し
よ
う
！
」
〜
あ
が
ら
っ
し
ゃ
い
精
神
の
山
形

か
ら
〜
を
テ
ー
マ
に
県
内
10
会
場
で
第
１
分
科
会
か
ら
第
８

分
科
会
、
特
別
第
１
分
科
会
、
第
２
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
い
た
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
は
天
童
市
市
民
文
化
会
館
で

行
わ
れ
た
特
別
第
１
分
科
会
に
参
加
。
研
究
課
題
「
令
和
の

日
本
型
学
校
教
育
」
を
支
援
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
テ
ー
マ
に
、

変
化
し
続
け
る
社
会
の
中
、
教
師
や
保
護
者
の
役
割
、
地
域

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
か
た
、

道
徳
性
を
育
む
た
め
の
体
制
や
実
践
活
動
に
つ
い
て
木
村
貴
志

氏
を
は
じ
め
と
す
る
講
師
た
ち
に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
天
童
高
校
ダ
ン
ス
部

に
よ
る
一
体
感
の
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

２
日
目
は
メ
イ
ン
会
場
で

あ
る
山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
て
全
体
会
が
行

わ
れ
「
や
ま
が
た
Ｔ
ｈ
ｅ
・

Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」

を
テ
ー
マ
に
歌
手
、
朝
倉
さ
や

氏
に
よ
る
歌
唱
、
地
元
「
良

絃
会
」
の
伴
奏
に
よ
る
花
笠

音
頭
の
演
奏
、
村
山
産
業
高

校
の
生
徒
に
よ
る
徳
内
ば
や
し
、
山
形
大
学
に
よ
る
花
笠
踊

り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞
し
た
。

　

ま
た
全
体
会
記
念
講
演
、
記
念
演
奏
会
で
は
、
講
師
に

飯
森
範
親
氏
を
迎
え
講
演
で
は
、
指
揮
者
と
い
う
仕
事
を

通
し
て
、
具
現
化
し
て
き
た
「
人
と
ひ
と
の
つ
な
が
り
」

の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
演
奏
会

で
も
指
揮
者
と
し
て
山
形
交
響
楽
団
の
演
奏
も
披
露
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

２
日
間
を
終
え
て
、
私
た
ち
は
人
と
ひ
と
の「
つ
な
が
り
」

の
中
で
生
き
て
い
て
、
そ
の「
つ
な
が
り
」と
は
先
祖
代
々
か

ら
の「
い
の
ち
」の
バ
ト
ン
を
つ
な

ぎ「
ふ
る
さ
と
」を
愛
し
未
来
に
心

を
つ
な
ぐ
こ
と
、Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
家
庭

と
学
校
そ
し
て
地
域
を
つ
な
ぐ
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

に
は
、
家
庭
や
学
校
は
も
と
よ
り

地
域
と
か
か
わ
り
社
会
性
を
学
ぶ

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
多
く
の
人

と
ひ
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
あ
っ

て
こ
そ
生
き
る
力
を
「
ま
な
ぶ
」

こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
う
。

・さいたま市立
　　善前小学校ＰＴＡ「みどりの会」
・さいたま市立
　　大谷小学校保護者と教職員の会
・さいたま市立　
　　上大久保中学校ＰＴＡ
・さいたま市立
　　片柳中学校ＰＴＡ
・さいたま市立
　　第二東中学校ＰＴＡ

さいたま市優良ＰＴＡ
団体表彰受賞団体

日 時：令和４年１２月１９日（月） 午後２時００分
場 所 ：ときわ会館 ５階 小ホール

令和４年度日本PTA年次表彰 第４４回全国小・中学校PTA広報誌コンクール表彰

・さいたま市立善前小学校ＰＴＡ「みどりの会」
・さいたま市立大谷小学校保護者と教職員の会

令和４年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰
・さいたま市立八王子中学校
父母と教師の会

文部科学大臣賞

・さいたま市立片柳中学校ＰＴＡ
・さいたま市立第二東中学校ＰＴＡ

令和４年度公益社団法人
日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰（団体）

令和４年度公益社団法人
日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰（個人）
岡野 育広（西原中）　茂手木 真（植竹小）
池田 拓矢（岸中）　　山﨑 英慈（上大久保中）

日本ＰＴＡ年次表彰 第44回全国小・中学校ＰＴＡ広報紙コンクール



開
校
１
５
０
周
年
記
念
式
典

　

岩
槻
区
で
は
、
岩
槻
小
に
て
開
校
１
５
０
周

年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。今
回
、
岩
槻
小

の
中
島
校
長
先
生
・
清
水
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
お
話

し
を
伺
っ
た
。

■
中
島
校
長
先
生

　

11
月
19
日(

土)

に
挙
行
い
た
し
ま
し
た「
岩

槻
小
学
校
開
校
１
５
０
周
年
記
念
式
典
」
に
は
、

清
水
さ
い
た
ま
市
長
様
・
細
田
教
育
長
様
を
は

じ
め
、多
く
の
地
域
の
方
々
に
ご
臨
席
賜
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。式
典
で
は
、
本

校
出
身
の
プ
ロ
の
琴
奏
者
と
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

コ
ラ
ボ
演
奏
、
児
童
会
に
よ
る「
岩
槻
小
１
５
０

周
年
ク
イ
ズ
」、
６
年
生
鼓

笛
隊
の
演
奏
発
表
も
あ
り

ま
し
た
。１
〜
６
年
生
全
児

童
が
参
加
し
、温
か
い
式
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
清
水
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
な
か
な
か
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
式
典
が
行
え
な
い
環
境
下
で
、
地
域
の
方
々

を
お
招
き
し
、
ま
た
１
〜
６
年
生
全
児
童
が
参

加
す
る
形
で
、
開
校
１
５
０
周
年
事
業
が
無
事

に
挙
行
で
き
ま
し
た
。中
島
校
長
先
生
を
は
じ

め
と
し
て
、
ご
準
備
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
『
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
住
む
「
こ
の
地
を
愛

す
る
子
ど
も
」、
そ
し
て
将
来「
地
域
を
、
国
を
、

世
界
を
担
う
人
材
」に
育
っ
て
い
く
よ
う
に「
地

域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
共
に
歩
み
続
け
る
岩
槻

小
」で
あ
る
こ
と
を
誓
い
、
さ
ら
な
る
学
校
教
育

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。』

と
中
島
校
長
先
生
よ
り
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
。

さ
い
た
ま
市
立 

岩
槻
小
学
校

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置

〜
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
活
動
〜

　

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
的
理
由
に
よ
り
「
生
理
の

貧
困
」が
社
会
問
題
に
な
り
、
生
理
用
品
の
無
償

配
布
を
行
な
う
事
業
が
全
国
の
自
治
体
で
行
わ

れ
て
い
る
。貧
困
問
題
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
が
身
体
の
変
化
を
安
心

し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
環
境
作
り

も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　

大
宮
区
第
二
東
中
で
は
、昨
年
よ
り
全
て
の
個

室
ト
イ
レ
36
ヶ
所
に
「
思
い
や
り
生
理
用
品
」
と

し
て
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、「
思
い
や
り
隊
」と

い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
護
者
が
補
充
を
行
い
、子

ど
も
た
ち
が
使
用
す
る
「
生
理
用
品
の
寄
付
」
を

募
集
し
、心
の
負
担
を
支
え
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。設
置
１
年
を
迎
え
、子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
生

理
の
日
で
も
学
校
に
行
こ
う
と
思
っ
た
」「
学
校

で
初
潮
を
迎
え
た
が
ト
イ
レ
の
個
室
に
あ
っ
た

さ
い
た
ま
市
立 

第
二
東
中
学
校

川
通
小

慈
恩
寺
中
学 

仲
町
小 

大
宮
東
小　

芝
川
小

大
宮
小　
　

大
宮
南
小

上
小
小　
　

第
二
東
中

大
宮
東
中　

大
宮
南
中

大
宮
北
中　

桜
木
中

三
橋
中

春
里
中 

片
柳
中

七
里
中

さ
い
た
ま
市
内
生
理
用
品
設
置
済
校 

岩
槻
区

大
宮
区

浦
和
区

見
沼
区

大宮東小片柳中第二東中

大宮小

の
で
助
か
っ
た
」「
男
子
生
徒
の
前
で
生
理
用
品

を
取
り
出
せ
な
か
っ
た
」「
突
然
の
生
理
の
日
に

助
か
っ
た
」な
ど
、
不
安
が
軽
減
さ
れ
た
声
と
安

心
感
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
い
た
ま
市
内
で
は
、
17
校
の
小
中
学
校
で

「
手
洗
い
場
」ま
た
は「
一
部
の
個
室
ト
イ
レ
」に

生
理
用
品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。大
宮
区
連
合

会
、見
沼
区
連
合
会
で
は
、生
理
用
品
を
設
置
で

き
る
よ
う
情
報
交
換
を
し
、
岩
槻
区
連
合
会
で

は
会
長
副
会
長
会
の
中
で
情
報
共
有
を
行
い
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生

活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、心
の
声
に
寄
り

添
う
温
か
さ
を
感
じ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
輪
が
、多

く
の
学
校
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

自
分
た
ち
で
で
き
る
防
災
に
つ
い
て

知
り
、
体
験
し
よ
う
！

　

自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
が
、災
害
か

ら
身
を
守
る
方
法
は
い
く
つ
も
あ
る
と
思
う
。そ

の
よ
う
な
中
、日
進
北
小
で
は
〜「
防
災
教
室
」〜

と
い
う
活
動
を
２
月
に
開
催
す
る
予
定
。災
害
が

起
き
た
時
、ひ
と
り
で
そ
の
困
難
な
状
況
を
解
決

す
る
こ
と
は
難
し
く
危
険
を
伴
う
。そ
の
地
域
に

住
み
暮
ら
す
地
域
の
方
た
ち
と
連
携
す
る
必
要

性
を
強
く
感
じ
、開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
い
た
ま
市
は
近

年
、ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

推
進
し
て
お
り
、地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
重
要
性
を
掲
げ
、

各
学
校
で
協
議
会
を

開
催
し
て
い
る
。そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
て
、災
害
が

発
生
し
た
時
に
地
域

の
方
々
と
日
進
北
小

が
連
携
し
て
い
こ
う

と
い
う
姿
勢
は
、他

の
学
校
に
と
っ
て
も

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

活
動
だ
と
感
じ
た
。

　

そ
の
な
か
で
江
副
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
中
心
と
し

た
保
護
者
の
方
々
が
率
先
し
て
地
域
の
方
に
寄

り
添
っ
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
が
今
後
、
わ

れ
わ
れ
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
必
要
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

当
日
は
体
育
館
で
ブ
ー
ス
を
用
意
し
、
防
災

に
つ
い
て
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
体
験
す

る
設
え
に
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
令
和

５
年
２
月
26
日
の
防
災
教
室
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

さ
い
た
ま
市
立 

日
進
北
小
学
校

当日は紙食器作りの体験を予定しています

さ
い
た
ま
市
立  

中
尾
小
学
校

コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

３
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
学
校
行
事

も
規
模
縮
小
や
中
止
が
相
次
ぎ
、
そ
ん
な
中
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
た
学
校

も
あ
っ
た
。

　

中
学
校
で
は
制
服
リ
サ
イ
ク
ル
販
売
や
除
草

作
業
や
花
植
え
な
ど
、
主
に
環
境
整
備
に
関
す

る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
見
沼
区
大
宮

八
幡
中
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
行
事
が
開
催

で
き
な
か
っ
た
代
わ
り
に
学
校
フ
ェ
ン
ス
に
入

学
式
・
卒
業
式
の
飾
り
つ
け
を
行
い
お
祝
い
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

　

小
学
校
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
北
区
つ
ば

さ
小
が
コ
ロ
ナ
禍
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

『
ニ
ッ
コ
リ
大
作
戦
』
を
決
行
し
た
。
給
食
時

間
中
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮

し
て
各
ク
ラ
ス
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ
て
回

り
、
沢
山
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
緑
区
中
尾
小
で
は
恒
例
行
事
で
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
３
年
ぶ
り

に
開
催
。Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
、
ま
ず
は
学
校
と

開
催
に
つ
い
て
感
染
対
策
を
含
め
協
議
し
、
開

催
す
る
方
向
で
決
定
。
主
な
感
染
対
策
は
、
開

催
通
知
に
て
当
日
の
事
前
検
温
の
お
願
い
と
、

外
部
来
訪
者
の
入
口
で
の
検
温
、
食
事
の
禁
止

（
飲
み
物
可
）、
各
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
も
使
い

回
す
道
具
は
都
度
消
毒
等
を
徹
底
。
メ
イ
ン
と

な
る
中
尾
小
の
子
ど
も
た
ち
の
検
温
徹
底
の
た

め
、
ゲ
ー
ム
券
と
の
引
換
券
に
体
温
を
記
入
し

て
持
っ
て
き
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
。
開
催
に
向

け
て
の
準
備
で
は
、
本
部
役
員
・
各
委
員
会
メ

ン
バ
ー
全
員
が
未
経
験
者
だ
っ
た
た
め
、
例
年

本
部
役
員
で
出
店
し
て
い
た
バ
ザ
ー
は
中
止
。

当
日
の
運
営
や
各
委
員
会
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行

い
、
安
全
・
安
心
に
開
催
す
る
こ
と
に
注
力
す

る
こ
と
と
し
、
引
継
ぎ
資
料
を
確
認
し
な
が
ら

手
探
り
状
態
で
準
備
を
進
め
た
。

　

ま
た
、
内
部
・
外
部
の
出
店
を
募
集
し
た
も

の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
出
店
を
見
送
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
出
店
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

感
染
等
を
心
配
す
る
お
店
の
方
が
い
て
、
感
染

対
策
等
を
直
接
説
明
し
て
話
し
合
う
こ
と
で
出

店
を
決
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
雨
天
時
に
も
決
行
出
来
る
よ
う
、
事
前
に

学
校
か
ら
許
可
を
も

ら
い
、
雨
天
時
の
配

置
（
教
室
や
体
育
館

を
利
用
）
を
決
定
。

こ
う
し
て
数
か
月
間

に
わ
た
る
準
備
期
間

を
経
て
、
11
月
19
日

（
土
）
に
「
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
中
尾
小

だ
け
で
は
な
く
、
他
校
の
児
童
・
生
徒
を
含
む

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
地
域
の

方
々
、
中
尾
小
の
教
職
員
の
皆
様
ま
で
、
本
当

に
大
勢
の
方
々
が
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
の

こ
と
。
ま
た
、
以
前
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
、

お
祭
り
で
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
走
り
回

る
姿
を
見
て
、
改
め
て
開
催
出
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
感
じ
た
。

　

各
単
会
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
感
染
対
策
に
気
を
配
り
な
が
ら
様
々
な
工

夫
を
こ
ら
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
側
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
行
事
の
成
功

で
あ
っ
た
と
思
う
。
今
回
の
取
材
を
通
し
、
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
携
が

重
要
な
の
だ
と
再
確
認
し
た
。



父
親
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
参
加

〜
カ
ギ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
？
〜

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
父
親
の
参
加
が
ま
だ

ま
だ
少
な
い
中
、
父
親
が
積
極
的
に
参
加
し
て

活
動
し
て
い
る
事
業
が
多
い
大
宮
南
小
齊
藤

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
話
を
聞
い
て
み
た
。

　

Ｑ
．父
親
が
主
催
し
て
い
る
事
業
は
ど
う

い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．大
宮
南
小
で
は
「
パ
パ
コ
ミ
ク
ラ
ブ
」
と

い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
代
表
を
務
め
る
組
織
が
あ

り
、
令
和
４
年
度
に
は
、
夜
の
学
校
探
検
、
水
か

け
祭
り
、
パ
パ
コ
ミ
大
運
動
会
（
仮
装
）、
逃
走

中
、
学
校
外
周
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
・

主
催
し
、
そ
の
他
に
も
学
校
貢
献
活
動
（
体
育

館
・
側
溝
の
清
掃
等
）や
地
域
貢
献
活
動（
氷
川

参
道
清
掃
等
）も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
．ど
の
よ
う
に
父
親
の
参
加
者
を
集
め
て

い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．｢

パ
パ
コ
ミ
ク
ラ
ブ
」

で
定
期
的
に
企
画
会
議
を
開

き
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

そ
の
企
画
案
を
基
に
参
加
で

き
る
父
親
を
募
る
と
た
く
さ

ん
の
方
か
ら
手
が
挙
が
り
ま

す
。準
備
か
ら
参
加
す
る
方

も
、
当
日
の
み
参
加
す
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
か
ら
、
夜
間

や
週
末
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

打
ち
合
わ
せ
を
活
用
し
、
父

親
も
参
加
し
や
す
い
環
境

を
整
え
、
ま
ず
は
イ
ベ
ン
ト

中
心
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

関
わ
っ
て
も
ら
う
の
が
良

さ
い
た
ま
市
立 

大
宮
南
小
学
校

※プライバシー保護のため、写真を一部加工しています。

い
と
思
っ
た
。ま
た
、

や
は
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

自
ら
が
動
き
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
だ
な
と
改
め

て
感
じ
た
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
活
動
に
つ
い
て

〜
大
宮
西
小
の
取
組
〜

　

大
宮
西
小
で
は
、
昭
和
58
年
４
月
に
潤
い
自

然
園
の
基
と
な
る
水
生
植
物
池
が
設
置
さ
れ
、

平
成
16
年
に
市
教
育
委
員
会
よ
り
「
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
」の
指
定
を
受
け
、「
潤
い
自
然
園
」

の
整
備
が
さ
れ
た
。そ
の
後
、
大
宮
西
小
の
児
童

の
学
習
・
遊
び
・
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
た
が
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
老
朽
化
を
受
け
、

令
和
元
年
の
創
立
50
周
年
を
機
に
、学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
ウ
エ
ス
ト
パ
ワ
ー
ズ
・
地
域
が
、「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
」
と
一
丸
と
な
っ
て
環
境
整
備

を
進
め
て
い
る
。

　

潤
い
自
然
園
の
整
備
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
が
長
期
休

暇
や
学
校
と
の
相
談
に
よ
り
進
め
て
い
る
。草

が
生
い
茂
っ
て
き
た
際
に
は
、
ウ
エ
ス
ト
パ

ワ
ー
ズ
が
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
。

ウ
エ
ス
ト
パ
ワ
ー
ズ
と
は
、
平
成
29
年
に
発
足

し
た
お
や
じ
の
会
で
「
気
は
優
し
く
て
力
持

ち
！
全
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
」
を
合

言
葉
に
活
動
し
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

　

地
域
に
は
卒
業
生
の
保
護
者
も
多
く
、Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
、
学
校
行
事
等
に
も
大
変
協
力
的
で

あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
潤
い
自
然
園
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
な
の
か
、在

校
生
が
潤
い
自
然
園
に
き
て
安
全
に
探
索
で
き

る
の
か
な
ど
、
今
で
き
る
こ
と
を
校
長
先
生
へ

プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
り
、
ク
ラ
ス
の
代
表
チ
ー

ム
が
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。そ
の
中
で
、
今
年
度

は“

自
然
の
ご
み
箱
＝
エ
コ
ス
タ
ッ
ク
・
堆
肥

箱”

の
作
製
・
設
置
を
６
年
生
が
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、潤
い
自
然
園
を
通
じ
、子
ど
も
・

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
ウ
エ
ス
ト
パ
ワ
ー
ズ
・
地
域
の

５
者
が
連
携
し
、
持
続
可
能
な
活
動
が
な
さ
れ
て

い
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

さ
い
た
ま
市
立 

大
宮
西
小
学
校

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

　
　

さ
い
た
ま
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
き
、
児
童
生
徒
に
一
人
一
台
貸
与
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
市
内
各
校
で
積
極
的
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。 

　

常
盤
北
小
で
は
、
教
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た

エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
が
中
心
と
な
り
、
学
校
全
体

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。５
年
生
の
社
会
科
の
授
業
で
は
、児
童

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

Ｐ

ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
に
ま
と
め
た
内
容
を
事
前
に
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ
に
あ
げ
、授
業
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。体
育

の
授
業
で
は
、
体
育
カ
ー
ド
の
代
わ
り
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
各
自
持
参
し
て

と
び
箱
を
跳
ぶ
動
画
を
撮

影
し
、
教
員
の
お
手
本
動
画

を
参
考
に
自
分
の
動
き
を

再
確
認
し
て
い
る
。 

　

本
太
中
で
は
、
授
業
や

家
庭
学
習
以
外
で
も
、
生
徒
た
ち
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
な
が
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い

る
。委
員
会
活
動
で
は
、Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｓ
を
利
用
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
て
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。部
活
動
で
は
、Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
利

用
し
て
試
合
の
動
画
を
見
て
研
究
を
し
た
り
、

部
活
動
紹
介
動
画
を
作
成

し
て
新
入
生
の
勧
誘
に
利

用
し
た
り
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ

い
て
も
授
業
の
中
で
学
ん

で
い
る
。 

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
が
進
み
、
使
用
時
間
も

長
く
な
っ
て
い
る
。今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
視
力
や
使
用
の
際

の
姿
勢
な
ど
健
康
に
注
意
し
な
が
ら
、
保
護
者

が
し
っ
か
り
と
見
守
る
必
要
性
を
感
じ
た
。 

さ
い
た
ま
市
立 

常
盤
北
小
学
校

本
太
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
児
童・生
徒
の
協
力
イ
ベ
ン
ト

で
絆
を
深
め
る
校
門
の
ペ
ン
キ
塗
り　

　

〜
大
切
な
学
校
を
み
ん
な
の
手
で

き
れ
い
に
変
身
！
〜

　

東
大
成
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
活

動
と
組
織
を
見
直
し
て
、今
年
度
よ
り
こ
れ
ま
で

あ
っ
た
各
専
門
部
を
廃
止
し
、活
動
ご
と
に
エ
ン

ト
リ
ー
す
る
制
度
に
な
っ
た
。そ
の
一
つ
の
活
動

「
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、校
門
と
掲
示
板
の
ペ
ン
キ
塗
り
作

業
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
は
、自
分
た
ち
の
小
学
校
に
も
っ
と
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、事
前
に

ご
家
庭
へ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｓ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

塗
り
替
え
る
色
を
決
め
た
。数
年
間
、
本
格
的
な

塗
り
直
し
を
し
て
い
な
か
っ
た
校
門
と
掲
示
板

は
サ
ビ
が
浮
き
、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
穴
が
開
い
て
い

た
。事
前
の
洗
浄
と
サ
ビ
取
り
や
穴
の
補
修
、
サ

ビ
止
め
剤
を
塗
る
作
業
ま
で
終
え
て
準
備
を
進

め
た
。

　

上
塗
り
作
業
当
日
は
、エ
ン
ト
リ
ー
で
集
ま
っ

た
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
が
作
業
に
加
わ
っ
た
。

　

普
段
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
作
業
だ
っ
た

が
、子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
、一
生
懸
命
、

す
み
ず
み
ま
で
丁
寧
に
塗
っ
て
く
れ
た
。み
ん
な

の
手
に
よ
り
、
校
門
は
鮮
や
か
な
空
色
に
、
掲
示

板
は
周
囲
の
植
物
に
な
じ
む
お
洒
落
な
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

　

今
回
の
こ
の
東
大
成
小
の
活
動
は
、子
ど
も
た

ち
に
自
分
た
ち
の
通
う
小
学
校
の
こ
と
を
好
き

に
な
っ
て
も
ら
え
る
活
動
だ

と
感
じ
た
。「
素
敵
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
校
門
で
、
通
う
の
が

楽
し
く
な
る
よ
う
な
学
校
環

境
を
目
指
し
て
い
ま
す
」 

と
菊

池
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
子
ど
も
た

ち
と
共
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
る
。 

通
う
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、
子
ど

も
た
ち
と
共
に
協
力
し
て
い

く
こ
と
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で 

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

活
動
だ
と
感
じ
た
。

さ
い
た
ま
市
立 

東
大
成
小
学
校

Ｉ
Ｔ
化
で
委
員
の
負
担
を
減
ら
そ
う

　

中
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
今
年
度
が
始
ま
っ
て

す
ぐ
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
Ｔ
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、 

Ｉ
Ｔ
化
の
計
画
を
立
て
て
き
た
。 

　

ま
ず
始
め
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
議
室
に
あ
る
パ
ソ

コ
ン
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
環
境
を
整
え
た
。 

他
校
の
話
を
参
考
に
、
ど

の
プ
ラ
ン
で
ど
の
程
度
の
通
信
量
が
必
要
か
を

話
し
合
っ
た
。 

ま
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
契
約
で
き

る
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
探
し
、
さ
ら
に
電
波
状
況
に

よ
っ
て
ど
の
キ
ャ
リ
ア
が
い
い
か
を
調
べ
た
。 

さ
ら
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
専
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も

取
得
し
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
契
約
時
な
ど
に
使
用

し
て
い
る
。

　

 

環
境
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
中
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
は
何
を
一
番
に
効
率
化
し
た
い
の
か
を
再
び

話
し
合
い 

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
「
マ
・
メ
ー

ル
」
を
導
入
す
る
に
至
っ
た
。 「
マ
・
メ
ー
ル
」

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
安
心
メ
ー

ル
で
は
難
し
か
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
添
付
も
可
能
と

な
り
、
ま
た
保
護
者
向
け
の
総
会
資
料
等
の
印

刷
や
、
配
布
に
至
る
ま
で
の
作
業
を
削
減
で
き
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
現
で
き
る
と
考
え
た
。 

　

そ
し
て
、
先
日
よ
う
や
く
懇
談
会
に
て
保
護

者
の
方
々
に
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
登
録

を
し
て
い
た
だ
き 

今
後
は
、
学
校
安
心
メ
ー

ル
と
の
二
本
立
て
と
な
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
連

絡
方
法
は
紙
か
ら

メ
ー
ル
へ
、
さ
ら
に
ア

ン
ケ
ー
ト
機
能
な
ど

を
使
用
し
、
委
員
の
負

担
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
期

待
し
て
い
る
。 

さ
い
た
ま
市
立 

中
島
小
学
校


